


　岡崎女子短期大学は昭和40年に設立され、岡崎女子短期大学同窓会も多く

の卒業生を迎えました。また、平成２５年に同じ学び舎に岡崎女子大学が開学し、こ

の春第一期生６３名が卒業され、同窓会にお迎えし、活動していきます。

　「岡崎女子短期大学同窓会」の名称を改め、岡崎女子大学卒業生と岡崎女子短

期大学卒業生が共に愛着を持って参加できるような名称を1年かけて募集し、検

討してきました。

　会員の皆様には、同窓会報や総会で主旨と名称を募集したところ、短大一期生

から大学一期生、教職員も含め４９件の幅広いご応募がありました。

　平成２９年１月１９日役員会において厳選の結果、「さかみちの会」に決定されまし

たので、ご報告いたします。

　同窓会員の皆様に愛されてきました同窓会報「さかみち」、この親しまれてき

た言葉を素直に表し、学生生

活を想いおこし母校を懐かし

みこれからの道標としてい

ただけるよう「さかみちの会」

といたしました。

　最後になりましたが、ご応募

していただきました皆様に

は心から感謝申し上げます。

　灯台山の坂道。小高い丘の上にある校舎までは、少しきつい坂道が続いています。

バスを降りて校舎を目指す学生たちは、51年の間、変わることなく明るい声と笑顔を坂道に置いて

いってくれています。一歩一歩踏みしめながら登っていくような坂道に、24,000名を超える卒業生の

足跡が深く刻まれ、その歴史が、坂の下から力強く「岡崎女子大学・岡崎女子短期大学」を支えてくれて

いるような気がいたします。

　三河にあるべき大学として、岡崎女子短期大学は、昭和40年に創立されました。当時、岡崎女子短

期大学第一期生の彼女たちは、地域の大きな期待の中、この坂道で何を語っていたのでしょうか。

　今年3月には、平成25年4月に開学した岡崎女子大学の一期生が卒業をいたしました。希望や期待、または不安を背負っていた

彼女たちも、また、この坂道に何を語り、刻んで巣立っていったのでしょうか。学生達の歴史を見守り続けているこの坂道は、新たに

加わった歴史の跡に何を感じたでしょうか。

　十干十二支でいうと、丁酉の今年は、果実が実り刈り取時期にあたり、新しい物事を始めるには良い年回りといわれています。

「岡崎女子短期大学同窓会」が「さかみちの会」として今年、生まれかわりました。良い年に新しい出発ができたのではないかと、益々の

発展を期待せずにはいられません。

　岡崎女子大学・岡崎女子短期大学のシンボルマークは、「大学と短大」・「大学と学生」・「大学と社会」が、または「学生と教職員」・

「在学生と卒業生」が、さまざまな立場や角度から、互いに支えあい協働する姿を表現しています。同窓生の皆さんが、社会や地域、

家庭から世界にまで、様々な立場から、益々活躍されますよう、本学園も「さかみちの会」と協働し、丘のふもとから頂上まで伸びる坂道

のように力強く支えていきたいと思います。

　同窓生の皆さんも、誇りと自信を持ち、後輩のために、またこの「灯台山の坂道」を登ってきてください。これから先も、一緒に

「さかみち」を登り降りしながら、灯台山の頂が輝き続けるよう、皆さんと共に歩み続ける学園でありたいと思います。
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岡崎女子大学・岡崎女子短期大学同窓会名称
「さかみちの会」に決定！

短大と大学が同窓会を一緒に
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岡崎女子大学 子ども教育学部一期生　都築　瑠美

　第一期生の方より、「50年の歴史と伝統のある本学」で、
新入生の皆さんが、この重みをしっかりと受けとめ多くの
先輩方に続いて、「豊かな感性と教養を養い、教育や保育
に対応する実践力を身につけ、社会ニーズを迅速に感じる
自立した職業人」として、勉学に励んでもらいたいという思
いを伝えていただきました。
　また、その様子が平成28年4月2日（土）の中日新聞
（西三河版）に掲載されました。

卒業生の声

岡崎女子短期大学　保育科二期生  阿部　明子

　4年前、私は小学校の頃から思い描いていた保育者になる夢を抱き、この岡崎女子大学に入学しました。
その頃の自分を思い返すと、保育についての知識や技術はほとんどなく、ただあるのは漠然とした「保育
者になりたい」という想いだけだったと感じます。
　入学してすぐに、多くのサークルに所属し、活動に励みました。その中でも最も力を入れて取り組んだのは
「児童文化研究部はとぽっぽ」という演劇サークルです。そこで出会った短大生の仲間と、様々な市町村で
のボランティア活動や、大学祭や定期公演など数々の演劇舞台を築き上げてきました。その大切な短大生の仲間の卒業式では、自
分より少し先に社会に巣立つ彼女達にエールを送りながら涙しました。 
　３年生になり、実習が始まるとそれぞれが大きな不安と悩みを抱えましたが、私達の上の学年には、それを相談する「先輩」と呼べる4
年生はいませんでした。そのため、仲間に悩みを相談し、共に考えたり、励まし合ったりして、学年全員で苦しい時を乗り越えて
きました。その過程で、自分達で何とか頑張ってみようとする力や、もう少し踏ん張ってみようとする根性を育むことができたと
思います。この4年間で、私達一期生の絆はとても深まっていったと感じます。
　そんな私達が知りたいことを学び、やりたいことに挑戦することができる環境を提供してくださったのは教職員の方々でした。常に
私達の意見に耳を傾けて、身近な存在として私達の成長を一番に喜んでくださいました。また就職活動の際には、夜遅くまで、履歴
書の添削や面接練習、ピアノの練習に時間を割いて、「共に頑張ろう」と声をかけ、励まし、支えていただき、先生方には感謝の気持
ちでいっぱいです。
　そして、私達は岡崎女子大学一期生として卒業しました。尊敬する先輩方がそろう同窓会の一員になれることを誇りに思います。
この4年間で培った保育者としての技能と精神を胸に、支えていただいた方々への感謝の気持ちを忘れず、努力していく所存です。

　岡崎女子大学、岡崎女子短期大学へのご入学おめでとうございます。
　この度の入学式に、二期生としてお招きをいただき、ありがとうございます。来年古希を迎える
私達と50歳も若い方々と、入学式の厳かな場に同席させていただける事に感謝しています。　
　思い起こせば５１年前、岡崎の灯台山に創立されたばかりの岡崎女子短期大学に入学をさせて

いただきました。また、同級生のほとんどが保育園や会社で働いていたため年齢も様々でしたが、誰もが同じ志しを
持っており、お互いに刺激し合い、充実した環境のなかで授業を受ける事が出来ました。２年間という凝縮された中で、
学生と仕事の両立は大変ではありましたが、若かったからこそ成し得た事と、今では懐かしく思います。その後、念願の
資格を取得した私たち同級生は、卒業後、働きながら通学をさせていただいた事に感謝し、再び同じ職場に戻ったり、
新規に保育園、幼稚園、施設に就職をしてそれぞれがスタートしていきました。　
　私が保育園に在職中、学生さんの実習では積極的に子どもさんと関わったり、しっかりと挨拶が出来る事に感心しました。
と同時に実習生の皆さんの姿を通して、岡短の先生方の熱心なご指導を感じる事が出来ました。そして学生さんと先生方が一体と
なり、その積み重ねが岡崎女子短期大学の歴史となっている事に深く感銘しています。
　私が定年まで働き続けられたのは、家族の支えはもちろんですが、可愛い園児たちと共に過ごせた事と、職場の皆さん
に常に暖かいお力添えがいただけたからです。また岡崎女子短期大学で学びの機会を得て、保育士としての礎を築い
ていただけた事に深く感謝し、誇りに思っています。
　学生の皆さん、大学がポリシーとして大切にしている「子どもの心に寄り添う事の出来る保育者」を目指し、日々努力され、楽しい
学園生活を過ごされますよう、そして同窓会の仲間は皆さんの未来を心から応援しています。

入学式に、岡崎女子短期大学 第一期生が招待されまし
た平成28年度（昨年度）

「入学から５１年」

「四年間の思いを胸に」

平成29年度 入学式に、岡崎女子短期大学 第二期生が招待されました












	H1_P8校再3ol_CS6
	P2_P3校ol_CS6
	P4_P5校ol_CS6
	P6_P7校ol_CS6

